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なぜ誤りを犯すのか
鈴木雅光
1はじめに
言葉の使い方を間違うことを誤用(misusage/abusage)という。綴りの誤り
から文法違反まで様々な誤用がある。本稿では、人はなぜ誤りを犯すのだろ
うかということと頻出する誤用について考えてみたい。
2なぜ間違うのか
人が事件を起こすとその原因を探ろうとする。大事件ほど様々な視点から
なぜ事件を起こしたのかと原因を解明しようとする。言葉の問題でも同じよ
うなことがあってもよいのではないか。人はなぜ誤りを犯すのか。その原因
を解明することが、言葉の働きを探る上で役に立つだろう。誤りを犯す原因
として、一般的に、次のようなことが考えられる。
①無知
知らなければ誤りを犯す。知識がゼロのケース。
②うろ覚え
身に付いていないものは誤りやすい。正誤の判断に確信がないケース。
③混同
類似するものは誤りやすい。似ているものを混同するケース。
④不注意
不注意により誤りが生じる。知っているが誤るケース。
⑤同音
同じ音は誤りやすい。同音異義語によるケース。
⑥心理的
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心理的な影響により誤りを犯す。文法に心理作用が影響するケース。
⑦意図的
意図的に誤りを犯す。何らかの表現効果をねらうケース。
誤りは以上のようなことが原因となって生じる。逆に言えば、⑦の要因を
除いて、①～⑥のような誤りの要因を生じさせなければ誤用は起こらないと
いうことになる。⑦の意図的な誤りは、故意に誤ることでそれなりの表現効
果を期待するものであり、むしろ好ましい誤りである。ユーモアや皮肉を意
図する文学作品に多く現れる。そうすると誤りは、好ましい誤りと好ましく
ない誤りがあることになる。好ましくないというのは、後述するが、誤りに
よって書き手の教養や知性が疑われたりするという意味においてである。
上にあげたもの以外にも誤用を誘う要因はあるが、本稿ではこの7つに焦
点を当てて述べていきたい。
35歳で完壁か
AnderssonandTiudgill(1990:41)は"Atfivetheyareprettygood@native
speakers'.''(5歳の子どもは、かなりすばらしい「ネイティブスピー カー 」
である）と述べている。その理由として､何百もの規則と何千もの語彙を知っ
ていて、彼らの文法は大体完壁であるから、と説明している。このことはに
わかには信じがたい説明であるが、それは果たして本当であろうか。
ネイティブスピーカーの子供の語彙や文法の力は、外国語として英語を学
んでいる者にとって、確かに魅力的ですばらしいものに思える。松香(2000：
11-12)によれば、ネイティブスピーカーの子供は、5歳頃までには大体の英
語はマスターし、英語の音声的世界、つまり聞く、話すということでは日常
生活に不自由することはない、ということである。上村・大井(1992:44)に
よると、アメリカ人の平均的な子供は､6．5歳（小学1年生）で2,500語､8．5
歳（3年生）で4,480語程度身に付けるというから、語の質はともかく量か
ら言えば､平均的な外国語学習者はとてもかなわないだろう。しかし「完壁」
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かというと、4節で明らかになるが、決してそうではない。
子供が大人と変わらぬ文法力を身に付けるのはいつ頃か。松香(2000:12）
によれば､音声面では日常生活に不自由しない5歳児は､英語の読み書きは、
まったくといっていいほどできない、ということである。多少の読み書きが
できる子もいると思われるが、できないのは学校教育を受けていないからで
ある。次は4歳児があるウェブサイトに投稿したメールである。
Ifyouwanttobemypenpalpleasewriteandwithmymom'shelplwill
writeback.(ペンパルになりたいなら､メールちょうだい。ママにてつだっ
てもらってへんじするよ）
このメールの文面がこの子によってすべて書かれたかどうかは不明である
が、母親の手助けでメールの返事を書くと述べていることからして、母親の
手が入っていることは間違いないだろう。子供は読み書きができなくても、
かなりのことを聞いて喋ることができるので、5歳児は相当の語学力がある
ものと思われる。ただ字を習っていないので、読んだり書いたりすることが
できないだけだと判断してよいだろう。我々がネイティブスピーカーの子供
たちより優位にいるのはこの頃であるが、子供たちが学校教育を受け始める
と、我々はほどなく追い越されてしまう。
4よくある誤り
英語の母語話者がよく犯す誤りがある。それは英文を気を付けて読んでみ
れば分かるし、語法書を参照すれば彼らが犯す誤りを知ることができる。英
米では言葉の使い方に関する本が多く出版されている。ウェブサイトにも言
葉の使い方を指南するものがあふれていて、注意を喚起している。
誤用が特に多い領域というものがある。調査してみると、うろ覚えや不注
意による初歩的文法ミスが大部分を占める。子供のメールを調査した筆者の
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データを見てみると、誤用の多い領域は以下のようなものである。1，3，4
は英文法を習い始めたほんの初期段階で学習するものであり、また繰り返し
注意を喚起させられる文法事項でもある。
13単現の-sを付け忘れるShelikehorses
2it'sとitsの混同 grabit'sneck
3母音の前にaaapple
4複数形の作り方babys
5発音を優先Youmustofenjoyedthem
このような調査は英米人の間でも行われているようでよく目にする。例
えば、"The6MostCommonlyMisusedWordfや"5MostMisusedWordsin
theEnglishLanguage"や"10MostMisspelledWordsinBlogJなどのような
ものが、ウェブサイトにはたくさんある。
次に、よくある誤りの例を詳しく見ていくことにする。
4．13単現の-s
誤用の中で､3単現の-sを落とすのは､1,2を争う誤りである。子供のウェ
ブサイトから-sのない例をあげる。
(1)Shelikehorses.
(2)MysisterliveinFlorida.
(3)Shemakegoodsongs.
(4)Ilearnedwhatitsoundlike.
(5)Mowhogoonajoumey...
3単現の-sを落としてしまう最大の理由は不注意によるものである。1人
称、2人称には-sが付かないから3人称に付けるのを忘れてしまう。しか
も付けなくても意味上何ら支障はない。(5)の例は関係代名詞の介在がある
ので、先行詞Moとgoの関係が希薄になり、付けるのを忘れてしまうので
ある。反対に、3人称単数には-sが付くと過剰に意識すると、次の例のよう
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に付けなくてもよいのに付けてしまうことがある。
(6)SandyandMarisacallslsabella,Bellaorlzzy.
3単現の-sに関してはネイティブでも面倒に思うようである。この-sが
なくなればよいと考える者もいる。次のような投稿があった(1)。投稿者が
needとseemに-sを付けていないのは、ここでは-sは不要と主張している
からであろう。
Don'tyouthinkthethirdpersonsingularSinEnglishisredundantand
needtobethrownoff？ThethirdpersonsingularSinEnglishseemsucha
nuisance!(英語の3人称単数のSは冗長だから捨て去る必要があると思
わないですか。英語の3人称単数のSは実に厄介に思える！）
もし厄介という理由だけで捨てろと言うなら、英語には他にも厄介な規則
が相当あるので、これらも不要と主張することになるだろう。さらに、次の
ような例では、‐sがないとlookかlikeのどちらが動詞かが不明となる。
Thefirstonelooklikeanyoldstone.
確かに厄介な規則が英文法にはある。しかしほとんどの規則は英文を構成
する際に、秩序の役割を担っているのであり、混乱をきたすほどのものでは
ない。だが厄介だから不要と主張する意見にも耳を傾けるなら、誤るには何
らかの理由があるということだろう。皆が同じような間違いを犯すのである
から、そこには間違いに誘導される理由があるということになる。この点の
理由は説明される必要がある。
4．2it'sとits
ネイティブが書いたものを日本語に訳している「恥ずかしい英語の間違
い10選｣(2)というのがある(e-mailやビジネス文書を資料に分析した)。そ
れによれば「10選」に選ばれたような間違いを犯すと「読み手が書き手
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の知性を疑ってしまうような間違い」になるそうだ。いずれも音が似てい
ることから生じる語の間違いであるが、「10選」の中にit'sとits/they'reと
their･there/you'reとyourの3種類が入っている。発音したとき同じである
ので、書くときに違いを気にしないのか、混同によるものか、あるいはうろ
覚えなのか、この種の誤りはネイティブには意外に多い。
この種の誤りを正す語法書には日本人の執筆したものはまずない。日本人
はこのようなミスは犯さないからである。しかし、英米の語法書にはよく
見受けられる。例えば、Turton(1995:786)はTheyhavedecidedtosellthere
house.のthereはtheirにしなければならないと指摘している。Swan(2005)
は1t'srainingagain.はItsrainingagain.ではない、またWhoseisthatcoat？
はWho'sisthatcoat?ではないとしている。このような説明を見ると、ネイ
ティブスピーカーにはこの種の誤りが多いということが想像できる。例をあ
げてみよう。
（1）…thinkitsfunny.
（2）…becauseitsanaturalcrisis.
（3）…grabit'sneck.
(4)IIookedattheundersideofit'Shead.
(5)Ithinktheircool.
（6）…they'reroomistheirkingdom.
確かにビジネスマンが上のような誤りを犯すのは問題である。しかし、こ
の種の誤りは子供がメールを投稿している掲示板を見ると殊の外多いのであ
る。そして間違う理由として、わざとやっているということがあげられる。
同年代の子に見せるメールは新奇さ．目新しさを競うところがあるので、故
意に犯している間違いは間違いと言えない。子供たちは新奇さを生みだす
ことで、Crystal(2001:19)が指摘するように、最先端を走る(acoolcutting
edge)人、つまり「かっこいい」と思われる人になりたいという意識がある
から、わざと間違えるのである。
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4．3a/an
不定冠詞のa/anは英語を外国語として学ぶ初期学習者のネックであるが、
ネイティブでもanとすべきところをaとしている例が観察される。塩谷
(1991:147)によれば、aとanの区別は日本人にはそれほどでもないが、ア
メリカ人の子供にとってはやっかいだ、ということである。
(1)…,notenoughtoleavemefOrahour.
(2)IhaveaadopteddadnamedRobert.
（3）…landedonaisland.
1億語のデー タベー スを誇るBNCSimpleSearchで検索してみると、an
appleの291例に対してaappleは9例、anorangeの226例に対してa
orangeは5例、anislandの365例に対して、aislandは2例あった。黒人の
英語や無教育者の英語を示すために､わざと文法違反をすることもあるので、
このようなことも考慮しなければならないが、原則があっても原則に違反す
る例が英語には必ずと言ってよいほどある。従って、この種の誤りは子供だ
けとも言えないだろう。
上の例とは逆にanbookのようにaとすべきところをanにしている例も
ある。
(4)Igetanjob.
(5)I'man9yearoldgirl.
理由のない誤りはないという立場から言えば、この例の誤りに関しては説
得力のある説明はできないが、単なるミスとしか言えないだろう。
4.4babys
名詞の複数形の作り方には単純に-sを付ける方法の他に、「子音字+y」
はyをiに変えて-esを付けるというやや煩雑な文法規則がある。この規則
を知らないために、単に-sを付けている例が多い。
（1）…whenawhalecomethesharksrunaway,likebabys.
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（2）Canyoumakeenemysfallinlove？
3単現の-sも同様な操作が必要であるが、上で見たような無知が3単現
の-sにも拡大され誤用が生じる。(4)の例は'Sとs､trysとtriesのように色々
なミスが重なっている。
(3)Mylittlecousintrystodresslikethem!!
(4)Shetry'storunawayonasubwaytrain.
4．5発音による混同
E-mailは話すように書くので、発音が優先されるところがある。次の例
はこのことを端的に示している。（1）はhave、(2)はhavetoが正しい。
(1)…youmustofenjoyedthem.
(2)Ifyouaren'tinit,youhaftajoin.
Haveの代わりにofを間違って使う例は4.2節で述べた「恥ずかしい英語
の間違い10選」にも載っていた。あるウェブサイトには次のような例と共
に説明があった。
Withdrugsforpain,anxiety,andinsomnia,hemustoffeltsomekind
ofpressure.$Mustof'isnotcorrectgrammar・Whensomepeoplehear
腕"sr've,theythinkthatwhattheyheardsoundedlikem"srqfsotheystartto
saythat,inerror.
次の例のladderを[1&ter]と発音しているとlatterと書いてしまうのである。
アメリカ英語ではlatterもladderも同じように発音されることがあることか
ら来る混同である。
(3)Sheclimbedthelatterofsuccess.
会話ではandを[an]と発音するので､e-mailにもanと表記することがある。
このような書き方は標準英語の領域には現れない。
(4)Theyarelovingancaring.
この種の誤用は意図的に犯しているとも考えられないわけではない。
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YOurとyou're/Whereとwere/thereとtheirの誤用も発音による混同である。
同音、類音は誤りやすい。しかしこの種の誤りが、e-mailの領域に多発する
ことを考えると、一概に間違いとは言えない。4．2節で触れたように、新奇
さをねらって書くのがe-mailの文体だからである。
(5)Sopleaseifyourinterestedwriteback.
(6)Icantrememberweretheyarefrom.
（5)はyou'reが、(6)はwhereが正しいが、このような例はe-mailではよ
く観察される。
S許される誤用
本節では誤りが非難されずに許容されるケースを見てみる。
5.1E-mail特有の語彙
なぜe-mailに誤りが多いか。一つの理由として、e-mailが"writetheway
peopletalk''(話すように書く）からということがあげられる(3)。子供たちが
掲示板やチャットなどで交わすe-mailの文体は、書き言葉というより話し
言葉である。話し言葉は書き言葉より間違いが多くなる。話し言葉には言い
よどみや間違いは多いが、話しっぱなしで言葉は一瞬に消えるので我々はあ
まり気にしない。E-mailは記録に残るが､あまり誤用を気にしないのである。
その一方で、誤りとは言えないe-mailに特徴的な語がある。新奇さを売
り物にするe-mailは、競って同音異義語(homonym)を使う。例えば、hope
toherefromyouやrightmepleaseのような例で、これには言葉遊びの要
素がある。このような戯れで言葉遊びを楽しんでいるのである。もっとも
OEDを調べれば分かるように、hearをhereと綴るのは13世紀から16世紀
にあったから、hereは古語の復活と見なせないわけでもない。しかし、も
ちろん使っている本人には古語の復活という意識はないだろう。ちなみに
writeの綴りをOEDで調べてみると、16世紀にwがvになったことはある
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(vryt)が、歴史的にwが落ちたことはなかった。
子供たちは､新奇さ、目立ちたがり､あるいはユーモアなどの理由により｢見
せるメール」よりも「魅せるメール」の演出に力を注ぐ､・子供たちの優越感
や自己陶酔感が透けて見えるような例が多々ある。
(1)5ivepeoplethinktheyarehandsome.
(2)I'mgood@makingfriends.
(3)Iwanttotakw/someone.
E-mailはキーボードで速く打つので、そのための工夫がある。例えばi
likemusicのように小文字、Imのようにアポストロフィを付けない。Are
youの代わりにry、somelやB4のように文字の代わりに数字を使う、
AIwyzやpplのように母音を省略するなどである。これらはe-mailの領域
では氾濫しており、e-mail特有の言い回しと言えよう。
E-mailに用いられている語法は、歴史的にはあったものの復活のよう
なものもある。しかし他の領域には現れないような独自の語法もある。
Crystal(2001:128)は"E-mailhasextendedthelanguage'sstylisticrangein
interestingandmotivatingways."(電子メールは言語の文体の範囲を興味深
くかつ刺激的に広げた）と述べているが、我々はこの分野の用法が、今後ど
うなっていくのかを注視していかなければならないだろう。
5．2マラプロピズム
"Englishisatrickylanguage.''(英語は扱いにくい言語である）とよく言わ
れる。特に発音と綴りが大きく違うことが英語の短所となっている。そして
同音異義語が多いことから、厄介な問題が生じる。綴りの間違いが多くなる
のである。(1)はTLshirts、(2)はourが正しい。
(1)IgottwoteashirtstowearfromFlorida.
(2)Myparentshadmanyproblemslikeareneighbors.
しかしこれには利点もある。発音が同じあるいは似ているということを利
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用すると、言葉遊び(languageplay/game)になる。言葉遊びの一つにマラプ
ロピズム(malapropism)がある。これは意図的な誤りで文学にも現れる。
Malapropismは"absurdorhumorousmisuseofaword,especiallyby
confUsionwithoneofsimilarsound''(特に同じような音の語の混同による、
言葉の滑稽なあるいはユーモラスな誤用）と言われるように、不注意による
間違いもあるが、コミカルな雰囲気を出すためあるいは皮肉や風刺を出す
ためにも使用される。例えば、loquacity(おしゃべり）をlocality(場所)、
instinctive(本能的な）をinsensitive(感受性の強い)、emotion(感情）を
commotion(動揺)、comprehend(理解する）をreprehend(非難する）と言
い間違えることである。
シェイクスピアのM"chAdoAbo"No伽"gやシェリダンの乃eR"α/sで、
マラプロピズムが使われているのはよく知られている。
(3)Marry,sir,Iwouldhavesomeconfidencewithyouthatdecernsyou
nearly.-M"c/IAdりA助""Vo伽"g(3.5.3)
(4)She'sasheadstrongasanallegoryonthebanksoftheNile.－TﾉieRivaﾉs
（3.3）
(3)のconfidenceはconferenceが、decemsはconcemsが正しい。(4)の
allegoryはalligatorが正しい。
5．3審美的要素
言葉の使い方は文法だけで決められるわけではない。規則から逸脱してい
ると思われる場合でも、口調がよいあるいは見た目によいという場合には、
敢えて規則を破る例がある。このような音調の美や視覚の美を筆者は審美的
要素と言っている。審美的要素が働く場合には、次のような諺の例がある。
(1)Moneymakesthemaretogo.
上の例ではtOは不要であるが、口調の関係で入れたほうがよい。つまり、
この英文はtrochee(強弱格）のリズムに沿って発音したほうが耳に心地よ
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いので、このようなことが起こるのである。詩においてもこの用法はよく現
れる。次のマザー・グースの例を見ると、tOを入れる目的がはっきり分か
るだろう。同じ構文であるが、最初の行にはtOはなく、2行目にはtOが入っ
ている。文法的には不要のtOを入れることでリズムを重視しているのであ
る。
(2)Dame,whatmakesyourmaidenlie,...
Dame,whatmakesyourduckstodie,...
コー ルリッジの剛eA"cje"rMqr加erにも数例観察される。
（3）…anditwashe
Thatmadetheshiprogo.
次の例はマザー・グースの詩である。全体のリズムは「強弱弱強弱」の
5音節の繰り返しである。それでリズムを整えるために、本来不要のaを
Mondayの前に入れている。
(4)SolomonGrundy,
BornonaMonday,
ChristenedonTuesday,
MamedonWednesday,
'IbokillonThursday.
このような用法は、次節で述べるように、通常認められないが、詩なら大
目に見られるという詩的許容と関係がある。
5．4詩的許容
詩的許容(poeticlicense)とは文法的破格を擁護する術語である。詩で文法
違反が行われたとき、その違反は詩的許容の範囲内であるとして、大目に見
るのである。次の例のitは本来不要である。
(1)Theeye-itcannotchoosebutsee;
Wecannotbidtheearbestill.-Wordsworth,ZyrjcaﾉBa"α伽
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（目、それはものを見ざるをえない／耳に静まることは命じられない）
主語が重なる二重主語は詩に多いが、詩以外では誤用とされている。黒田
(1966:305)は、詩人は良い意味において非文法的である、と述べているが、
このように詩人の文法違反は擁護されるのである。詩が新鮮さや意外性に
よって特殊な感情を発露させることを意図する非日常的な言語だからであ
る。
このような立場に立てば、e-mailの領域も誤用を許容できる領域となる。
他の分野だったら非難されそうな分野でも、ここでは許される。
6誤用か正用か
誤用と言われるものの中には説明を与えれば正用になるものがある。擁護
できる理由があるのである。例えば、複数主語を単数形の動詞で受ける次の
ような例がある。
(1)AwarenessandconcernhastobefOsteredabouttheproblemasitexists
worldwide.-Crystal,Lα"g"αgeD""i(98)
この例は一見誤用のように思えるが「意識しかつ関心を抱くという一連の
動作であるから単数扱い」というような説明を与えれば看過されよう。誤用
と思われるものでも、何らかの擁護ができるのである。その意味で言葉には
誤用はないものとも考えることができる。ちなみにGoogleで検索してみる
と、Awarenessandconcernhasは92例、Awarenessandconcemhaveは57
例あり、単数扱いが複数扱いのほぼ倍あった。Yahoo!での検索結果は、has
が496例、haveが210例で、ほぼ同じような傾向を示していた。
文法書を見ると分かるが、文法は「普通～である」式の説明がほとんどで
ある。これは暗に例外、すなわち誤用を認めていることになる。説明を与え
ればどんな誤用も擁護が可能である。言葉には一般的な規則や通則というも
のが存在しなければならないのは事実だが、通則から外れるものにも規則が
ある。めちやくちやに誤用が生じているのではなく、誤用の発生にも一定の
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法則が認められるのである。そうすると、言葉には2つの規則があるという
ことなる。正用と誤用の規則である。前者を大規則、後者を小規則と呼んで
もよい。大規則は9割位の頻度で現れるもの、小規則は残りの1割位の頻度
で現れるものを一応の目安とする。しかし、whomの代わりのwhoのよう
に、誤用と言われるものが現代では正用の地位に取って代わっているものも
ある。誤りが誤りとしていつまでも続くわけでもない。誤りには許容度があ
る。数世代経て市民権を得た語法を見ると、言葉は保守的であるが、言葉は
また革新的でもあることが分かる。
アおわしﾉに
本稿は、人はなぜ言葉を誤るのかということと、頻出する誤用について述
べたものである。誤りにも誤り方があり、誤りにも意味がある。意味のない
誤りはまず存在しない。誤りが生じるには一定のルールがあり、でたらめな
誤りは少ない。誤りを犯す場合、無知、うろ覚え、混同、不注意、同音、心
理的、あるいは意図的などの原因がある。
誤りは避けられない。しかし犯す誤りによっては、知性や教養を疑われる
こともある。従って、我々はできるだけ誤りを犯さない努力が必要である。
そのためにまず英米人の犯す誤りの傾向を知る必要がある。これによって、
誤りを避ける細心さが生まれて来るだろう。
(注）
(1)<http:"www.antimoon.com/fOrum/tl4926.htm>
(2)<http:"www.antimoon.com/fOrum/tl4926.htm>
(3)Crystal(2001:25)
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